
Cultural History : Fish Trapping in Micronesia
with Special Reference to Fishing Devices and
Fish Ecology

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 秋道, 智彌

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00003738URL



秋道  ミクロネシアの笙漁
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 1.は じ め に

 本論は,ミ クロネシアの笙漁に関する比較生態学的研究である。本論ではサタワル

島の調査を通 じてえられた知見をもとに,ま ず ミクロネシアにおける笙漁の分布をあ

きらかにしたい。そしてつぎに,笙 漁に関与する生態学的な要因を指摘する。以上の

ことから,ミ クロネシァにおける笙漁の全体像をあきらかにし,周 辺地域との関連性

や今後の問題点を指摘したい。

 なぜ,笙i漁 をとりあげるのか。この点について予備的な考察をくわえておこう。

 1. 漁具 研究 の過渡 期

 いうまでもな く,漁 具はオセアニアにおける漁携技術の研究にとり重要な対象であ

る。なかで も釣 りばりは,遺 物として多く発見され,地 域的な分布もひろい。その型

式の分布 ・年代関係の研究は,オ セアニアの人びとによる海洋環境への適応過程や民

族移動の歴史をしるうえで重要とされてきた[ANELL l 955;REINMAN l 967;GREEN

l976]。
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 と ころが,骨 や貝製の漁 具は比較的 よ くの こるが,植 物性の材料 や部分は,よ ほど

条件が よ くて も遺物 と しての こらな いことがあ る。そのた め,木 製 の釣 りばりややす,

網,笙 といった ものは,考 古学 の分野でかな らず しも系統的にと りあげることがで き

ない。最近で は,以 上のよ うな点 をおぎな う意味で も,民 族 考古学的なアプ ローチに

よ る研究 がお こなわれて お り[KIRcH and DYE l979;ANDERSON I986;近 森

1988],民 族 学的な情報 のもつ意味が重視 されて きた。

 しか し,研 究 の対象 とな る漁携技術 自体が,現 在,急 速 に消滅ない し変化 を遂げつ

つあ ることも事実であ る。 た とえば,ミ クロネ シア各地では,貝 やベ ッコウ製の釣 り

ばりにかわ って,プ ラスチ ック製,金 属製の釣 りば りが圧倒的 に多 くもちい られてい

る。釣 り糸 の材料 もココヤ シやハ イビスカスの繊維製 のものか らナイロ ンへ とかわ っ

て しま った。 日本では笙漁具 の材料で さえ,竹 や籐 といった植物性 のものにかわ り金

属やプ ラスチ ックがふえつつ ある。パ ラオ諸 島などで は,伝 統的な木 の材料 と工業製

品のワイヤーを組みあわせ た笙 がす で に 使われているという報告 がある[JOHANNES

1978:29]。 トラック諸 島で は,1950年 代,す で に笙漁が ほとん どおこなわれな くな

って いた[LEBAR 1964]。 こ うしたな かで,中 央 カロ リン諸 島にあるラモ トレック

環礁,サ タワル島,プ ル ワ ッ ト環礁 などのサ ンゴ礁島では,植 物性の材料でつ くられ

た さまざまな種類の笙を もちいた漁携活動 が現在で もお こなわれてい る。

2. 笙漁の体系的研究の必要性

 サ ンゴ礁海域 におけ る漁携 の うち,釣 り漁や釣 りば りにつ いては,比 較的 よ く調査

され ているが,笙 について はまとま った報告がない。笙 は世界 中にひろ く分布す る漁

具であ るが,オ セアニア地域では,棘 のあ る筆 や魚伏籠 についての分布 をAnellが 報

告 して いるにすぎない。 しか も,こ れ らのいずれ について もミクロネシア,ポ リネシ

アにはま った く民族誌 的報告例 はない[AN肌Ll955:4-17]。 ぎ ゃくにそれ以 外の笙

につ いては・ドイツの探検 隊によるい くつ もの報告 がある[MﾜLLER l917;KRﾄMER

l926,1935]。 しか し,か れ らは漁具 の記述 に終始 し,対 象魚種や漁法 の季節性 とい

った漁携生 態学 的な問題にあま り言及 して いな い し,ミ クロネ シァ全体を視 野にいれ

て分布や地域差を分析 しているわけで もない。

3. 笙漁の文化的意義

 笙漁は,カ ロリン諸島0帯 にひろく分布するF加 η80πPα獺ωπψ,す なわち 「偉大

なる航海者」に関する民話のなかでもとくに取りあげられている。その民話のなかに
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あるように,偉 大な る航海者のすんでいたのが,ト ラック諸 島のウマ ン島である。 こ

の ウマ ン(Uman)島 の 現地語名が,「 筆の流れ着 いた島」 とい う意味のWuumaanで

あ り,そ のこ とを語 る別の民話 もしられている[須 藤 ・SAUCHOMAL l 981:639-766]。

 以 上の諸 点を考慮すれ ば,笙 漁 につ いての考察をふかめ るこ とは,海 洋 とのかかわ

りあいを深 くもって きた ミクロネ シアの民族文化,と くに漁携 の研究 において重要 な

意義 をもつ といえ る。 しか もそのためには,現 在お よび近 い過去 における民族学 的な

調査 および資料 の検討 が もっとも有効かつ重要 なアプ ローチで あるといえ るだろ う。

 私 は以下の節で,サ タワル島において おこな った調査に もとづ き,ミ クロネシアに

おける笙漁 に光をあてて みた い。なお,本 報告で とりあげ る野外調査 資料 は,昭 和54

年 度 文部省科学研究費補 助金(現 地調査)に よ り,サ タワル島 において1979年6月 ～

1980年1月 にか けて実施 した調査(「 中央 カロ リン諸 島 に おける伝統 的航海術の民族

学 的研究」研究代 表者:石 森秀三)に もとつ いてい る。

皿.サ タワル島にお ける漁携 と笙漁

1. サ タ ワル島の漁携

 サ タ ワル島の漁携一般 につ いての調査 および報告 と して は,今 世紀 の初頭 に ドイッ

の探検隊 によりお こなわれた もの[DAMM UriC1 SARFERT l935],第2次 大戦前,サ

タ ワル 島に滞在 した土方久功 が記載 したもの[土 方 1941:310-326],筆 者 が1979～

1980年 にか けてお こな った調査報告がある[AKIMIGHI l986:15-33]。

 この問 に,漁 携技 術上の変化がい くつも生 じた。た とえ ば,筆 者の調査 時点で は,

ドイッ時代や土方 の報告 には登場 しない水 中眼鏡,ナ イロン製の刺 網,水 中銃,投 網

などが利用 されていた し,コ コヤシの枯れ葉 をた ばねた松明のかわ りにカーバ イ トラ

ンプによる夜間の釣 り漁 がおこなわれていた。 その一方,凧 上 げ漁,毒 流 し漁,石 積

み漁 のような漁法 はお こな われな くな っていた。

 私 の調査時点 にお けるサタワル島の漁携 の概要 を,附 表1に しめした。 ここで は漁

携活動 の特徴を以 下の5点 にわ けて指摘 して おこう。

 (1)サ タ ワル島の人び とが利用す る漁場は,島 の周囲 の海域 と,島 か ら数十～百数

十kmは なれ た海域 にあ る無 人島(ウ エス ト・フ ァーユ島,ピ ケ ロッ ト島)お よびサ

ンゴ礁(ウ ェニキ0礁,フ ァイニカ ラガ ップ礁,ア ユ タ礁な ど)で あ る。

 ② 漁 期 は,1年 を 半分ずつにわ けたneerakとneefangと い う2つ の季節 に大別 さ

れる。前者 はほぽ4～10月 に相当 し,時 期 によ っては雨 がちで風向 は一定 しない。海
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は一般 におだやかで ある。後者は11～3月 で,雨 が少な く,東 寄 りの貿易風が卓越 し,

海 の荒 れる ことが多 い季節で ある[秋 道　 1980]。

　 (3)筆 者 の しらべ た時 点で,名 称によ り区別されていた漁法の数 は全部で55で あっ

た。その うち,通 年型 が約半分の26,そ れ 以外 のほとん どの ものはneerakの 季 節 にの

みおこなわれ る。漁場別にみた漁法数は,礁 原(neenene),サ ンゴ礁 の前縁斜面(nuku-

nuworh),外 洋(neemetaw)の 順 に少 な くなる。

　 (4)漁 法 の数を,大 まか にわけた漁具 の種類別 に見 ると,釣 り漁(27),筌 漁(5),

網 漁(3),突 き漁(7),追 い 込み漁(5),採 集(4),そ の 他(4)の よ うにな る。 このなか

で釣 り漁の数が もっとも多 く,体 長10cmく ら いのスズ メダィの ような小 さな魚か

ら,体 長lm以 上 に も達 する外洋性のマ グロやサワラまでが対象 とされ る。

　 (5)礁 原 での漁撈 には,貝 類,ウ ニな どの採集活動 のほか,タ コの突 き漁,投 網漁,

筌i漁,コ コヤ シの葉製 ロープをもちいた追 い込み漁 などがある。 リーフの前縁斜面で

は,も ぐりによる魚 の突 き漁 ・シャコガイの採集,底 釣 り漁,筌 漁な どがお こなわれ

る。外洋で の漁撈 には,底 釣 り漁,流 木漁,ト ビウオの松 明漁,カ ッオ ・マ グロの引

き釣 り漁な どがふ くまれ る。

2.　 サ タ ワル 島に おけ る筌 漁 の概要

　筌 は一般にwuuと よばれ,4種 類のものがあった。そして,筌 をもちいた漁法は7

種類に区別 されていた。以下,そ れぞれの筌の種類とそれをもちいておこなわれる漁

法について記述する。

　 (1)　wuunomw

　nomwは,礁 湖(=ラ グ ーン)を あら

わす ことばであ り,wuunomwは 「ラ

グー ンの筌 」 という意味 にな るが,サ

タワル島 には礁湖 がない。 しか し,裾

礁 の内側 にある礁 原で この筌 を もちい

た漁 が周年お こなわれ る。

　wuunomwは,コ コヤ シの葉柄 をこま

か くさいた ものを手編 み にしたかごで

ある。筆者 が計測 した もの によると,

形 はまん じゅう型 で,最 大径22cm,

高 さ12　 cm,上 部 にあ る漏斗状の魚 の

図1　 wuu(ト ラ ック諸島:国 立民族学博物館

　　 所蔵,標 本番号K987)
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入 り口の直径 は9cmで あ った。 この笙 のなか に砂地にいるカニ(/arik)を 石 で くだ

いた ものを エサ としていれ,浅 瀬 に放 置 してお く。少年 が単独で この漁 をおこな うこ

とが多い(図1)。

 (2) zvuuniωtiωerhik

 zvuωerh ikと い うのは,ヒ メ ジ科 の魚 で あ る モ ンッキ アカヒメジ(Mulloidichthys

ガαoo伽θα伽)を さ し,も っぱ らこの ヒメジを とる漁法 がク6ω〃ωθ7痂んで ある。 この漁

法はneerakの 昼 間,・.礁原の浅瀬で おこなわれる。 n診efangの 季 節 には,こ の魚 はいな

くな るといわれている。 こめ笙 は,島 の海岸 に自生す る ミズガ ンヒ(7egi:Pemψhis

aciduta),!aPwi(Ol8rodendrum 、 ine・me),.・ベ ニガク ヒル ギ(クong:Bruguiera gymnorhi2a),

■aωan(FiCUS tinctoria)な ど の枝を,コ ゴヤ シ(ndidi:σ0ω ∫脇 ⑳7α)繊 維製の ロープを

もちいて組み立てた もので,上 方部がやや丸 みを おび た形を して いる。典型的なもの

の長 さは127cm,幅68 cm,高 さ48 cmで あ った。

 漁 法 としては,カ ニ(yarik;r6kumw:Cardiso〃la sp.)を 石 で くだいてす りつぶ し砂

をまぜ て団子状 にする。 これをエサと して笙 のなか にいれ,礁 原のなかの砂地 をす こ

し掘 り,笙 を設 置す る。潮がみちて くるとともに,浅 瀬へ索餌 にや って くる ヒメジを

何度 も場所を変えなが らとる。漁 はふつ う数 人でお こなわれ る(写 真1)。

(3)  wuaniPa70'乙e/

wuuniPu20'ω は,サ ン ゴ 礁 の リニ フ の 前 縁 斜 面(nukunuworh),あ る い は さ ら に 深 い

写 真1-a ヒメ ジを とる ノ6ωuωerhik漁
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写 真1-b ヒメ ジを とる ■6wnVerhik漁

海域(mesaniworh)に 設 置 して魚を とるための篁であ り,製 作 に もちいられ る木 の材料

は ωnuniwuωerhikと 同 様であ る(写 真2)。

 ω獺πψ妙6ω をもちいた漁法 には,2つ ない し3つ の 方法が 区別 され る。第1は,

波 が砕 ける部分の外側にあたる水深 およそ5～10mの 海底 に1日 ～数 日,笙 を設 置

写 真2 wuuniPay6wを 回収 す る
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す る場合で,笙 の設置 ・取 りあげは潜 水活動 によってお こなわれ る。漁期 としては,

潮 の流れがな く,海 が比較的おだやかなneerakの 季 節 におこなわれる。 ウォ レアイ

環礁ではサタワル島 とおな じく,潜 水活動 によ り笙が引 きあげられるが,ル クノ ール

環礁で は,筆 にロープ とうきをつけて あ り,潜 水は ともなわな いとい う[KRﾄMER

1935]。 ふ つ う漁は数 人の共同作業で おこなわれ る。

 2番 目の方法では,前 述の場合 よ りさらに深い底が見透せ るくらいの深 さ(10～20

m)に 笙 が しずめ られ る。笙の上方 にはサ ンゴの岩 を ミズガ ンヒの枝に くくりつ けた

鈎(」%π 漏 の を とりつ け,ロ ープで水面の うきに結ぶ。 こう して笙 を一昼夜の あいだ

海底 に放 置 し,笙 を引き上げてなか に入 った魚 を とる。 この漁法 では鈎 がもちいられ

る点 に特徴 があ り,と くにノ乙戯 膨 とよばれ る。 この漁はneerakの 季 節のなかで も,

と くに6～8月 の昼間 にお こなわれる。現在,こ の漁法はサタワル島ではお こなわれ

ていないが,イ ンフォーマ ン トによると,サ タワルの東方 にあるプル ワ ット環 礁でお

こなわれて いるとい う。3番 目の方法 は,こ の笙を礁湖 内の追 い込み漁で もちいる場

合であ り,こ れについては次項のb-2で の べ る。

 (4)  乙σπz6πピ2ηZ670ωZ68π

 島 で もちい られ るもっとも大型の篁で,材 質は これ までのべた もの と同 じであ る。

サタ ワル島のものを計測 しなか ったので,大 きさにつ いては ファィス島の もの による

と,長 さ255cm,高 さ95 cm,幅133 cmで あ った[KﾘMER l937:336]。 こ の

笙 は,a・ 流木漁, b・礁 原での追い込み漁 にもちいられ,い ずれ も多 くの人び とが参

加 して おこなわれ る。

 a.流 木 漁

 流 木 には,小 動 物,貝 類,甲 殻類 などが付着 している ことがあ る。 そ して,そ れ ら

の小動物を餌 と し,流 木 を遮蔽場所 と して利用す る大小 さまざまの魚類 が周 囲にいる

ことがある。 と くにカッオやマ グロな どの魚群 が流木にともな っている場合 があるの

で,流 木は クジラ付 き群,サ メ付 き群,鳥 付 き群,あ るいは流れ藻な どとともに,漁

業上,魚 群の存在 を知 る重要な 目安とされて いる[井 上 1985:114-122]。

 サ タ ワル島では,流 木(yapeyipey)に 群 れ て い る魚 をとる漁法 が しられて いる。流

木 自体には24種 類 もの名称が区別 されてい る。 さらに,流 木を島によびよせ るた め木

の葉や枝で模倣的 に魚をつ くり,そ れを もちいた儀礼的ない となみや呪文
,流 木漁 に

ともな う,食 物 ・ことば ・行動上の禁忌 もきめ こまか にきめ られている。島の人 びと

にと り,流 木にたいす る関心は非常 に高 いといえ る[土 方 1974;秋 道 1984;石 森

1985]。 流木漁 の ことは,murot�enと よ ばれ る。 流木 が接岸 する と
,大 型の笙は カ
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ヌーにつんで はこばれ,ヤ シロープで流木の下側 にむ すびつ けられる。 さ らに,流 木

の他端をカヌーにむすびつけて これを引 っ張 ると,驚 いた魚が笙 のな かに追 い込 まれ

る。一方,笙 にはいらな い魚 や大型の魚は,小 型 のカヌーに分乗 した男 たちがおこな

う釣 り漁によ って漁獲 され る。 このように して,流 木漁 により一度 に大量の魚が漁獲

され る。

 b.礁 湖 内で の追い込み漁

 b-L  70ψ,serek

 touunimuroωuenは,礁 原 における追 い込 み漁 にももちい られる。あ らか じめ設 置 し

た笙 の両端 から,コ コヤ シの葉でつ くった ロープを数十mか ら数百mの 長 さにつな ぎ

あわせてV字 形ない し馬蹄形 にひろげ,多 人数 の入間が この ロープをだんだん とせ ば

め,最 終的 に笙 のなかに魚を追 い込む とい う方法であ る。場合 によっては,笙 の反対

側 か らココヤシの葉製 ロープをもった人び とが魚を追 い込 む こともあ る。前者がroop,

後 者 がserekと それぞれよばれ る(写 真3,4)。

 b-2.roorh funerk

 b-1.の 方 法 と類似 しているのがroorh funukで あ る。 この場合,一 方 か らココヤシ

の葉 をつな ぎあわせてつ くった長い ロープを多人数が保持 して待機する。他方 には,

ω襯πψ妙6ω やwuunimuroωuenを 一 定間隔において ロープ に結びつ ける。 ラグーンの

一方 からココヤ シロープを反対側にむかって移動 させ
,最 終的 に魚を他方 に設 置 して

写 真3 roop漁 で も ちい られ る大 型 の 笙(wuunimarOWZten)
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写真4　roop漁 で もちいられるココヤシ葉製のロープ

ある筌のなかに追い込む。 いくつもある筌のうち,中 央部の筌はwuunikapと 称され

る。この漁はneerakの 季節におこなわれる。

　以上の記述からあきらかなように,筌 漁は,礁 原,礁 湖,サ ンゴ礁前縁斜面,外 洋

といったサンゴ礁海域の地形区分に応 じてたくみにおこなわれている。筌漁でとれた

魚は,も ちろん人びとの食糧 として利用される。ただ し,も ちいられた筌の種類や漁

獲量に応 じて,利 用の仕方が異な っている。wuunomwで とれる魚は小さく,この筌漁

をおこなう少年たちにより消費される場合がほとんどである。yowuwerhikやwuuni-

puyowの場合,漁撈 活動は数人単位でおこなわれる。とれた魚は筌の所有者,カ ヌー

を使って海に出るため,そ のさいのカヌーの所有者,そ れ以外の参加者のあいだで分

配される場合が多い。wuunimurowuenを もちいた外洋でのmurowaen漁 や,礁 原での

roop漁 には,い ずれも多 くの人間が参加するうえ,一 度に多 くの魚がとれるので,漁

獲物は島中の成員にゆきわたるように分配がおこなわれる。 さらにyowuwerhikの 場

合のように,漁 獲されたヒメジが,食 糧としてではなく底釣 り漁用のエサとして利用

されることもある。

皿.ミ ク ロ ネ シ ア の筌 漁 と そ の 分 布

サタワル島は,ミ クロネシァのほぼ中央に位置する隆起サンゴ礁島である・島にお
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ける笙漁は,ミ クロネシアの他地域においてどのように分布 しているのだろうか。サ

タワル島にはない別種類の笙がもちいられているのだろうか。本節では,ミ クロネシ

アにおける笙や笙漁の分布を,文 献を中心とした資料をもとに,笙 漁具の名称や形な

どに着目して検討してみよう。

1.笙 漁 具 の 分 布

 (1)笙 漁 具の一般 名称

 ミクロネシア地域で笙 を一般 にあ らわす名称 をみると,中 央 カロ リン諸島において

は,u(z�)と い う名称 が ウォレアイ環礁以東,ト ラック諸島までひろが っている

[QUACKENBUSH l968:187;GooDENouGH and SuGITA 1980]。 さ らに東 にい く

と,ポ ナペ島でuh[REHG and SoHL l979],コ シ ャエ島でu[LEE l976],マ ー シ

ャル諸島や ギルバ ー ト諸島,エ リス諸 島において も,笙 はu(あ る いは�)と よばれる

[KRλMER und NEvERMANN l938;染 木:1945;KocH l961:35,1965:36-38]。

ミクロネ シアにおけるPolynesian Outlierの カ ピンガマ ランギ環礁で も笙 はuと よ

ばれる[染 木 1945:171;BucK l950:251]。

 た だ し,エ リス諸 島で は,u以 外 にfagaと い う名称が もちいられ る[KOGH 1961:

35]。 そ して,ポ リネシ ア の サモア諸 島において も笙 はfangaと よ ばれる [BUCK

l933:446]。

 一 方,眼 をカ ロ リン諸 島西部 にうつ してみよう。染木は,ソ ンソロル,ト ビ,メ リ

ルな ど,パ ラオ の 南西離島 において,笙 は もち いられていなか った と報告 している

[染木 1945:288]。 しか し,ト ビ島 にはbieuと よ ばれ る笠 があった[EILERS l936:

186]。 戦 後におけ るQ ,uackenbushの 報 告で も,ソ ンソロル島,ト ビ島,メ リル島や

ウリシー環 礁で笙の ことは6ω40ω π または ∂ω加0ω とよ ばれ る こ とが指摘 されてい

る[QUACKENBUCH 1968:187]。

 以 上の点は注意を要する。とい うのは,bieu,6z吻oω 麗な どと同一語源の ことばとお

もわれ るサタ ワル島の ρ妙6ω とい う名称は,笙 全体で は な くあるタイプの笙 をあ ら

わ して いるにす ぎないか らで ある。やは り戦後に トビ島で調査をお こな ったBlackが

記 載 して いる笙,⑳ 釧 は,サ タ ワル島で いうρ妙伽 と同型式の もの とお もわれる。

しかも 勿6π は 日本時代以前 か ら使用 されていたという[BLACK n.d.:58-59]。 これ

らの地域では,サ タワル 島におけ るρ妙6ω 型 の笙だ けが もちいられていた可能性 があ

る。

 ヤ ップ諸 島 において,笙 を包括す る名称 は,yenup(あ る いはyanup)で あ る[M��
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LLER l917;JENsEN l977]。 ま た,杉 浦 も ヤ ップで 竹製箱型 の笙 は一般 にjunup

とよ ばれ ると している[杉 浦 1942:64]。0方,染 木 によると,ヤ ップの笙 は0般 に

marouruと よばれ,と くに竹製 の もの はingapと 称 さ れ るとして いる[染 木 1945:

345]。 パ ラオ諸 島で は,笙 のことはbuubと 総 称 され,す くな くとも15種 類の笙 が区

別 されて いた[KRﾄMER I926]。 このyanupはya-n, u-,0か らな り,も ともとの

語形はu一 であ る。 またパ ラオのbuubも,言 語 的に中央 カロ リン諸 島のz�u(あ る い

は の と同系統 に属 する[崎 山 1988]。

 以 上の点 か ら,ミ クロネ シアにおいては笙をあ らわす 醐 〃やuと いう一般 名称 が,

西 のパ ラオ諸島,ヤ ップ諸島か ら東のマー シャル諸島,ギ ルバー ト諸島,エ リス諸 島

にいたる非常 にひろい領域 にわた って分布 していることがわかる。

 (2)笙 の 種類別分布

 つ ぎに,笙 の種類 ごとの名称を手がか りと して,地 理的なひろが りを検討 して みよ

う。サタ ワル島における調査か ら,笙 には大 き くわけて4つ の種類があることがあら

か じめわか っている。 これ らと同系統の名称を もつ笙 は,サ タワル島 とおな じカロ リ

ン語を共有 する他の島 じまで もみることがで きる。文献 を中心 として しらべた結果,

ミクロネ シアのひろい範囲にわた り同様な笙 が存在す る ことがわか った。以下,4種

類の笙 ごとの名称を手がか りにそれぞれの分布 にわけてのべ る(表1～4)。

 ω側π伽 ω:DammとSarfertに よ ると,ω 襯η伽 ω と同系統の名称を もつ笙 は西

カロ リン諸 島 で は しられてお らず,サ タワル島 以東 でのみ見 られるという [DAMM

und SARFERT l935:53]。 しか し, Kr舂erは サタ ワル島の西側 にある ラモ トレッ

ク環礁でも この笙 があ ることを認 めて いる[KRAMER I937:60-62]。 さ らに西 にあ

るウ リシー環礁 の モグモグ 島で も,ulamが も ち い ら れて い た[KRAMER 1938:

312]。

 こ こで 問題 となるのが,ヤ ップ諸 島 にお ける笙 の 記 載 である。 杉浦 による と,

nonomと い う笙がヤ ップにあり,中 央 カ ロリンや トラ ック諸 島のもの と構造 が同 じで

あ るとして いる。 また,M�lerは,杉 浦以前 に調査をお こない,ヤ ップのガ ギル地

区のみでsonomと い う名称の笙 がもちいられてい ることを記載 してお り,こ の笙 が中

央カ ロリン諸島か らもた らされた もの と考え ている。ただ し,問 題 とな る笙 自体 は,

中央 カロ リン諸島におけるもの よりず いぶん と大型で径が1.64m,高 さが59 cmも

あ る。 しか も,コ ウィカの身をエサ とす ること,石 の重 りをつ けて深い海底 に沈 め,

ロープで引 き上げる方法が とられ るとい う点で中央 カロ リン諸島の もの とは顕著 に異

な って いる[MﾜLLER l917:77]。 以 上の点 か ら,中 央 カロ リン諸島 からヤ ップ諸
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表1 ミクロネシアにおける笙の分布一1.ωaun6mω 型

島   名 笙  の  名 ・称

ヤ ップ 50ηo配[MもLLER 1917:77],ηoηo那[杉 浦 1942:64]

ウ リシー(モ グモ グ) π」侃[DAMM 1938:312]

フ ァイス π1α駕[KRAMER 1937:336]

ラモ トレ ック
          ¶

α」佛[KRAMER 1937:62]

サタワル π1伽[DAMM und SARFERT 1935:53],ウ ー[土 方 1941:310二

326],ω 獺 η6η3ω[AKIMIcH耳 1986]

プル ワ ッ ト 観 αη3[DAMM und SARF直RT l935i'53]  '

プルスク ω襯 α㎜[DAMM un4 SAREERT i935:53]

トラ ック(ロ モヌ ム) πηoηz[LEBAR 1964]
           '

ナモ ヌ ック

                 ー

ガηπ加 α7η[KRλMER 1935:55]

ナモ ヌイ ト π πα7η[KRAMER 1935:222]. .∴

島へ もた らされたと考え られるものを別 とすれば,ω 襯π伽 ω は,ラ モ トレック環礁

以東,ナ モヌ ック環礁まで分布 して いるといえる(表1)。

 ωuuniwuωerhik:DammとSarfertに よ ると,ωuωerhikを と る笙は,ラ モ トレッ

ク,イ ファルク,ウ ォ レアイな ど の 環礁島か らプル ワッ ト環礁周辺の島 じまにみら

れ,サ タ ワル島や トラック諸 島にはな いであ ろう としてい る[DAMM und SARFERT

1937:54-55]。 筆 者の調査時点 ではサタ ワル島に もこの笙 が しられていた。 しか し,

島の インフォーマ ン トによるとこの笙 はもともとプル ワッ.ト環礁 からもた らされた も

ので,そ れ以前 にはなか ったとい う。

 一 方,サ タワル島以西にあるラモ トレック環礁,イ ファル ク環礁では,お な じ形態

とおもわれる笙 にた い して,ω 翻ηψ 磁 とか 漉 〃α耀 とい う名称が もちいられ る。 こ

のPamあ る いはbamと い うのは, rakumと い うカニのエサ(Pa)を さす。 ファララ

ップ島で もutipamと い う筆 が しられている[DAMM 1938:166]。 サ タ ワル島 は,

名称の分布か らす ると,ち ょうど ωuuniPamとteluaniwuωerhikの 境 界 にあた って いる

表2 ミク ロネ シ アに お け る笙 の 分布 一一 一II.ωuuniZVZtωerhik型
幽「

島 名 ,笙  の 名  称

イフ ァル ク ぬ6卿[DAMM 1938:27-32], π」、伽 η[Bu翼Rows and SPIRo

1953:83]

ウ ォ レア イ π妙 α魏[KRAMER 1937:235]
、

フ ァ ラ ラ ップ 掘ψ㎜[DAMM 1938:166]

ラモ トレ ック 麗」θρ伽[KRAM£R 1937:62]

サタワル ω襯 π劾 μω6痂ゐ

プル ワ ッ ト .・～㈱ 概[D㎜ und SARFERT 1935=54-55] {
4

280



秋道  ミクロネシアの笙漁

ことにな る(表2)。

 ま た,西 カロ リン諸 島のパ ラオ諸島では,ヒ メジをとるための笙bub e9 dechが し

られている[KRAMER.1926]。 しかも,こ のdechと い う魚 は,サ タワル島における

ωuwerhikと 同 一種類 のモ ンツキアカヒメ ジで ある[HELFMAN and RANDALL 1973:

147;MAssE l986:91]。

 ωuunipupt6u2:ω π〃ηψ妙6ω という名称 の分布はひ ろい。前述 した ように,ソ ンソロ

ル 島か らファイス島 にいた る島 じまでは,笙 自体 は ⑳68ω,な い し伽 加oω と称 され

る。 ウォレア イ環礁 ではulebiau,ラ モ トレック環礁 では, bio[DAMM und SARFERT

l935:54], u lepioま た はule fa to[KRAMER l937:60-62]と それぞれ よばれ る。

bio, pioは ρ妙伽 と同一語源 のことばであるとおもわれ るが, fatoに つ いては不 明で

あ る。 さ ら に,サ タ ワル島 や プル ワ ット環礁 におけるかつての 報告では,と もに

ulubauと よ ばれる笙iがあった[DAMM und SARFERT 1935:54]。 さ らに 東 の トラ

ック諸 島にあるロモ ヌム島に もunuψ ωeeuと よ ばれ る筆 があ った。 LeBarに よ ると,

トラック諸島の筆は,も ともとモー トロ ック諸島で専門 につ くられたもので,ト ラッ

ク諸 島民 が製作方法 と使 用方法 を学 んだ とざれて いる(表3)。

 翻 謝ψ妙6ω 型の笙で,鈎 を使 うものは プル ワ ッ ト環礁 やサタワル島でumfaigoと

よ ばれる。 この方法 によ る笙 漁はプル ワ ット環礁周辺でのみ見 られ,ト ラ ック諸 島に

はない とされて いる[DAMM und SARFERT l935:54]。 このfaigoは,声1π 弼6の

ことをさす。

表3 ミク ロネ シ アに お け る笙 の分 布 一III.ωuuniPu"6ω 型

島   名 笙   の 名  称

ソ ン ソロル う吻oω π[QPACKENBUSH 1968]

ト ビ 6吻oω π[QPACKENBUSH 1968],6ゴ8π[EILERS 1936:186],

うかθ%[BLACK n・d.:58-59]

ウ リシー う吻0・ ω[QPACKENBUSH 1968]

モグモグ ゐ吻 ・・ω[QPAC既NBU曲 1968]

フ ァイ ス π」8う伽[KRAMER l937: 336]

ウ ォ レア イ μ16う∫oπ[KRAMER 1937: 235]

ラ モ トレ ック π妙'oま た は π18/a∫o[KRAMER 1937:60-62],∂ ∫o[DAMM

und SAREERT  l935:54]

サタワル π1μう4π[DAMM und SAREERT 1935:54】, ωz弼ηψε¢レ6ψ

[AIαMICHI 1986]

プル ワ ッ ト ω伽うα銘[DAMM und SARFERT 1935:54】

トラ ック(ロ モ ヌ ム) ππεψωθ6π[LEBAR  1964]

マー シ ャル π[KRXMER und NEVERMANN 1938]

ギ ル バ ー ト ノ乙9α[KOCH l961]
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表4 ミクロネシアにおける笙の分布一IV.ωuunimuroωuen型

島 名 笙   の 名  称

フ ァイ ス 漉 η307〔剛6`[KRAMER l937:336]

ソ ロル π」伽 θ70πωo麗[D△MMetal.1938 :31],η2870ωoJ[DAMM

1938:2401

イフ ァル ク π1加870πωoJ`[DAMM et al. 1938・ .27-32]),π1η287%oま た は

ηθ70銘θZ田uRRows and SPIRo 1953:83]

ウ ォ レア イ π」餓07ω α`(η2070π8の[KRAMER 1937]
          o
フ ァ ララ ッフ π`6魏oπ 名oπ64pAMM 1938:166]

ラモ トレ ック μ∬η聯 翻8Z(morouel)[KRAME衰 1937:60-62]

サタワル π1π鷹 貰oω8Z[DAMM und SARFERT 1935:54],ω πππ銑8勉 ω ま

た は ω観π伽吻 ωπθπ

プ ノレワ ッ ト π繊9α φαπ[DAMM und SARFERT 1935:54]

 tvuunimurowuen:こ の 名称を もつ笙 は,サ タ ワル島以西,ラ モ トレック環礁,イ フ

ァルク環礁,フ ァララ ップ環礁,ソ ロル島をへて,フ ァイス島にいたるまで の範囲 に

み られる(表4)。 ま た,サ タワル島 でこの笙 は別 名でwuanikeraaz,と よ ばれ る。 サ

タ ワル島の約300km東 方 にあるプル ワッ ト環礁で も,π 側g吻 砺 とよばれ る流木漁 用

の笙 があ る[DAMM und SARFERT 1935:54]。

 このkeraω やgα ψ磁 は,東 カロリン諸島 にあ るコシャエ島のカロ リン語 名で ある

とされて きた。 とす ると,wuunimurowesenは,プ ル ワ ット環礁 よ り東の コシャエ島 ま

で分布域が ひろが ることになるが,そ の中間 にある島 じまでは報告例 がない。また,

最 近Goodenoughは,こ のkeraω は コシャエ島をさすので はな く,「 高 い島」をあ

らわす ことばであ るとい う説 を提唱 している[GooDENouGH 1986:551-568]。 す

ると,サ タワル島 の笙は,コ シャエ島ではな く,ト ラ ック諸島か らもた らされた可能

性 があることにな る。

 以 上の ように,笙 漁具をあ らわす名称の分布 を検討 した結果,笙 漁 が ミクロネ シア

地域でひ ろ くお こなわれていることはあきらかであ る。 しか し4種 類の笙を個別 に検

討 してみ ると,そ れぞれの笙 の分布 はかな らず しも一致 しない。すなわ ち,ω κ鋸π伽 ω

と ωuuniPU70'ω の笙 が ミクロネ シアの全域にわた ってひろい 分布 を しめすのにたい し

て,ωaunitvuωerhikと ωuunimzaroωuenが,中 央 カロ リン諸 島を中心 とした地域 にほ

ぼか ぎられてい る点は対照的である。

2. 笙漁具の形態 と材質

(1)笙 の 形態

図2は,ミ クロネ シアおよび周辺地域 におけるさまざまな笙 の記述や図,あ るいは
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図2 ミクロネシァにおける笙の型式(模 式図)

   矢印→は,魚 のはいり口を示す。
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写真な どか ら,基 本的 とお もわれ る笙 の形態 を模式的にあ らわ した ものである。 ご く

大 ざ っぱに見 る と,ミ クロネ シアにおける笙 は,図 に しめ したように,底 面が円形の

もの と方形の もの に区別 す ることがで きる。

 底 面が 円形の ものには,さ らに2つ の タイプが ある。1つ はサタ ワル島や トラ ック

諸島の ω翻η伽 ω,あ るいは ヤ ップ諸島のsonomに お けるように,ま ん じゅう型で上部

に魚がはいる入 り口があるものである。類似の形を した笙は,ポ リネ シアの ニュージ

ーラン ド・マオ リ族 や ク ック諸島民 の もの[BEsT 1977;BUCK 1944]
,日 本 の ト

カラ列島の もの(国 立民族学博物館所蔵標本番号19633:鹿 児 島県大 島郡喜界島),沖

縄 の石 垣島におけるテ ィールな どにそれ ぞれみつけることがで きる。 大きさの点でい

うと,最 大径 は20cmく らいから1.5 m以 上 に達す るものまであ る。

 も う1つ は,横 むけに して設 置す るタイプの笙で,形 は釣 り鐘型 か ら,と っ くり型,

円筒型,筒 型 までをふ くめた ものまである。 開口部は釣 り鐘 や円筒 の底 にあた る。 こ

の種 の笙 はパ ラオ諸島にみ られるほか[KﾘMER 1926],プ ル ワ ッ ト環礁 お よびサタ

ワル島で 」ら癖♂とよばれる笙 や,ナ モル ック島でパ ロロ(palolo)を とる笙[KﾘMER

l935:53]な ど にあたるが,ミ クロネ シアでは一般的 にす くない。 む しろ,こ うし

た笙 はポ リネ シアのサモア諸 島,ク ック諸 島で見 られる。

 一 方,底 面 が方形 の笙 には多 くの形態上の変異がある。全体 の形 が直方体(ギ ルバ

ー ト諸 島)
,家 型(プ ル ワ ッ ト環礁),か まぼ こ型(ヤ ップ諸島,パ ラオ諸島),屋 根

の部分 がわん曲 している もの(プ ル ワ ット環礁,ウ ォレアイ環礁),入 り口が凹型の

もの とさまざまで ある(図2)。

 松 岡に よると,マ ー シャル,ポ ナペな どの東カ ロリン諸 島で は,箱 形の笙 があるの

にたい して,サ イパ ン,パ ラオなどで は,箱 形のものに加えて魚 の入 り口にあた る部

分を引 っ込 めてあるもの が見 られる[松 岡 1927:746-747]。

 (2)笙 の材質

 笙 に もちい られ る植物は,笙 の種類 によって異な って いる。サタ ワル島以外 の地域

における資料 をみ ると,笙 の形によって もちい られ る材質 にちがいがあることがわか

る。

 た とえば,底 面が円形 の笙 の場合,組 み立てるというよ り,編 みあげるといった作

業 を必要 とす る。 もちい られ る材料 に して も,コ コヤ シの葉柄(サ タ ワル島),湿 地

にはえ る丈夫 な草(ト ラック諸島の ロモヌム)[LEBAR 1964],イ チ ビ科 の 蔓(サ

モア諸島),パ ンダナスの繊維(プ ル ワッ ト環礁,サ タワル 島)[DAMM und SARFERT

I935]な どのように,や わ らかい性質の ものがもちいられる。
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0方
,底 面 が方形の篁 にたい しては,枝 を使 って箱を組み立てる必要 がある。 ただ

し,か な らず しも全体の形が直方体であ るとはか ぎ らず,弾 力性に とむことも要求 さ

れ る。 この種 の笙 の材料 として は,オ オ フ トモモ(Eugenia jav疣ica)と コ コヤシの根

(ト ビ島)[BLACK n.d.:58],竹(ヤ ップ諸 島),マ ング ローブの気根 や木 の皮をは

いだもの(ト ラック諸島),Tiakahalと い う木(カ ピンガマ ランギ環礁),鉄 木(マ

ー シャル諸 島)
,ミ ズガ ンヒ(gie :前 述)(ギ ル バー ト諸島),パ ンダナスの幹(プ ル

ワッ ト環礁)と い った報告がある。

 と くに筆者 が重要 と思 うのは,海 水 中で笙 を設置す ることによる笙 の腐食 ・消耗 の

問題であ る。 こうした点で,耐 塩性のあ る植物 が多 く利用 されてい ることは注 目して

よい。 た とえば,Pemphisは,海 浜 に自生す る灌木で,満 潮 時 に植 物体が冠水す る

こともあ る。 耐塩性があ るので,海 水 中における使用 には 適切 であ るとおもわれ る

[MooRE and McMAKIN l979:117]。 ま た,台 風 や津波の影響で,海 抜高度の低

い島 じまが冠水 して,海 浜の植生 が撹乱ない し破壊 されることがあ る。 こうした場合

に もとくにP6η ψ肋 はよ く生育 するとされている。 ウ リシー環礁やイ ファルク環礁で

も,こ の植物をweir basket用 に利 用す るとい う[LESSA 1977:168]。 この ほか,

マ ングローブやパ ンダ ナスなどの海浜植物の利 用 も顕著であ る。ただ し,ヤ ップ島だ

けは,島 に自生す る竹が笙 の製作材料 として多 くもちい られ るという点が,他 の島 じ

まの場合 と顕著 に異な っている。

 こ のほか,だ れで もが笙 を製作で きるとはかぎ らないという技術的制約 や,使 用 中,

波 に流 された り,破 損す る恐 れが多分 にある。笙 を長期的 に使用 してい くために,そ

の都度,外 側 の枠組を部分的に取 り替える作業 もおこなわれ る。

IV.笙 漁 の 生 態 学

1. 笙漁の季節性 と民俗知識

 笙 漁 は,周 年 おこなわれるのではない。 とりわけ,魚 の季節的な 出現が漁期を き

める重要 な要 因とな っている。 サタワル島 の 調査 によると,魚 の季 節的な来遊は,

「嵐 の星」 の 出現 に ともな う自然現象 の 変化 として とらえ られていた。 たとえ ば,

ω側π劾 πω6γ痂ん の対象 となる ω〃ω6而 んは,こ と座@伽)が 夜 明け前,北 東の空か

ら出現す る時期 に島の西方 よ り接岸 し,多 くとれ るとされ,こ の魚 の ことはz�z�rhikin

ω00π認 伽 とよばれ る。z�unimurozvuenの 対象 とな る流木の接岸 も季 節的である。 つ

ま り,特 定 の嵐 がさったあ とにお とずれ るなぎ(nuzva)の 時 期 と対応 している[秋 道

                                    285
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1980:3-51]o

 こう した経験 的な民俗知識が どの程度 じっさいにあてはま るのかについての科学 的

証 明を別 と して も,笙 漁が魚 の季節的な来遊 に対応 して おこなわれ ると考えてよいだ

ろ う。

 一 方で人 びとは,魚 の来遊 をひたす らま っていただけではな く,超 自然界へ働 きか

けることによって,魚 や流木を島にもた らそうとした。 それ が一一maにkkoto 7iikと

よ ばれ る魚を よぶための儀礼で ある。その内容 は上述の既発表論文 にくわ しくのべ た

ので ここで くりかえ さな いが,こ こでは自然の(不 安定な)サ イクルに人為 的に介入

し,そ のサイクル をよ り安定化 させる儀礼的な こころみがな されていた ことを記憶 に

とどめてお こう。

 2. 笙 漁 の 魚 種 ・漁 獲 尾 数

 1979年6月 か ら12月 末 までの期間 におこなわれた笙漁 の種類は,wuuniPuy6ω(6～

7月)と ク6ωπω87厭(7～9月)で あ った。 こ こで は,筆 者の滞在 中おこなわれた

笙i漁の記録 をも とに,と れた魚 の種類や尾数についてまとめた結果 をのべ る(附 表2

参照)。

 (1)」レo'ωuωerhik漁

 1979年8月1日 ～25日 ま でのあいだに,漁 がお こなわれたのは7日 間で あった。笙

漁 をお こな った グル ープは,2組 にすぎな い。表5に しめ したよ うに1日 の うちで笙

を設 置す る場所 が何度 か 移動させ られてい る。 この漁で は,ωULverhikの み しか漁獲

表5 笙漁の漁獲尾数 ・魚種の記録(ノbωuwerhik漁)

1979年

月 日

ヒメジの

漁獲尾数 回
笙の設置
   数

 時 間
(30分単位)

Hrs.
1回あたりの
平均漁獲尾数
 (尾/回)

8 1 380 3 1500～1700 2.0 126.7

8 2 270 3 0630～1200 5.5 90.0

8 6 207 2 0800～1400 6.0 103.5

8 7 84 1 1730～ 84.0
1.5

8 7 47 1 ～1900 47.0

8 8 260 3 0800～1400 6.0 86.7

8 8 170 2 1530～1700 1.5 85.0

8 12 91 2 1500～1700 2.0 45.5

8 25 53 1 0730～ 53.0
2.5

8 25 70 1 ～1000 70.0

合 計 1・632
19 平均85・9尾/回
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されて いない。1回 あた りの ヒメジの平均漁獲尾数 は,85.9尾 で あ った。すなわ ちこ

のことは,群 れ をな して遊 泳 して いるヒメ ジが漁獲 された可能性 を示唆 している。漁

に要 した時間の計測 は,30分 き ざみのあ らい精度の ものであ るが,1回 あた りの作業

には40分 か ら3時 間 を要 したこ とがおお よそわか る。ま た,イ ファルク環礁の調査に

よる と,oerlKの 出現 は,11月 中旬 から12～1月 にかけてとされてお り,1947年 ～48

年 に おける観察で は,1947年11月14日 に ラグーンに出現 し,翌 年の1月24日 ま で,漁

が断続 的におこなわれている[BuRRows and SPIRo 1953]。

 (2)ω 襯 πψゆ ω漁

 1979年6月20,22,24,26,7月14日 の計5日 間 における観察記録 を表6に しめ し

表6 篁 漁 の 漁獲 尾 数 ・魚種 の記 録(ωuuniPUL」,6iV za)

1979年    笙

月 日 尊 数

漁 獲

尾 数
魚  種 (漁 獲 尾 数)

6 20 01 1

02 1

03 1

7

15

62

ハ ギ(6),ヒ ラア ジ(1)

ブ ダ イ(3),ハ ギ α0》,イツ トウダ イ(1),フ エダ イ(1)

ヒメ ジ(3),チ ョウ チ ョウウオ(2),マ ツカ サ ウオ(1),ハ

ギ ㈱,ミ ヤ コテ ング鋤

6 22 01 1

02 1

03 1

04 1

8

16

29

25

ハ ギ(6),タ カ サ ゴ(1),ブ ダ イ(1)

ハ ギ(9),ブ ダ イ(3),タ コ(1),ニ シ キ ャ ッ コ(3)

ハ ギ ㈱,ヒ メ ジ(2),ブ ダ イ(2),ベ ラ(1),タ コ(1)

ハ ギ ㈱
,ハ タ(1),チ ョ ウ チ ョ ウ ウ オ(2)

6 24 01 1

02 2

03 1

04 1

  1

  1

05 2

6

22

17

22

22

14

25

ハ ギ(2),ミ ヤ コ テ ング(2),イ ッ トウダ イ(1),ブ ダ イ(1)

ハ ギG窃,フ エ フ キ ダイ(1),ブ ダ イ(2)

ハ ギ(5),ミ ヤ コテ ング(7),ハ タ(1),イ ッ トウダ イ(3),

ブ ダ イ(1)

ハ ギ㈹ ,マ ツカ サ ウオ(5),ハ タ(1)

ハ ギ⑱,ミ ヤ コテ ング(5),ブ ダ イ㈲,イ ッ トウダ イ(1)

ハ ギ⑩,ミ ヤ コテ ング(1),ツ ノダ シ(1),ス ズ メダ イ(2)

ハ ギ⑳,ハ タ(2),ブ ダ イ(1),ミ ヤコ テ ング(2)

6 26 01 1

02 1

03 1

04 1

05 2

06 1

18

26

23

11

34

10

ハ ギ(7),ミ ヤ コ テ ング(2),マ ツカ サ ウオ(3),イ ッ トウ

ダ イ(3),ハ タ(1),ブ ダ イ(2)

ハ ギ㈱,ブ ダ イ(1)

ハ ギ⑳,ブ ダ イ(1),イ ッ トウダ イ(1),タ コ(1)

ハ ギ(9),ブ ダ イ(1),イ ッ トウダ ィ(1)

ハ ギ㈱,ブ ダ イ(2),イ ッ トウダ イ(1),ヒ メ ジ(2),ミ ヤ

コテ ング(4),ハ タ②

ハ ギ(6),ミ ヤ コ テ ング(1),ブ ダ イ(2),ハ タ(1)

7・41・63 29 ハ ギ⑳,ブ ダ イ(2),ハ タ(1),ミ ヤ コテ ング(6)

*:笙 の数が複数の場合
,そ れぞれの笙で漁獲された魚種構成は不明。

笙あたりの平均漁獲尾数:X=19.6,n-18, S.D.=12.3(笙 が複数の場合を除外)。
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た。 魚種別 にみ ると,ハ ギの仲間(Acanthurus SPP.)が も っとも多 く,5日 間 分を合

計 した全体の漁獲尾数441尾 の うちの67.1%,つ いで ミヤ コテ ング(Naso litttrattiS)

が13・80/o,ブ ダ イの仲間(Scaridae)が6.30/oの 順 にな って いる。 すなわちAcanthurus

とNasoだ けで,全 体 の漁獲尾数の じつに8割 を占めていることになる。 観察期間が

比較的かぎ られてい るものの,他 の時期 にはおこなわれなか った ことか らす ると,き

わめて対象のかぎ られた特異な漁法で あることになる。ある笙iが,特 定 の魚種を対象

とす るよ うに設 計されて いな いという考 えもあ る[TINKER l950:89-93]。 笙 ごと

の漁獲尾数を見る と,最 小6尾,最 大 は62尾 で あ り,18回 の 事例中の平均漁獲尾数は,

19.6尾 で あ った。 グル ープ ごとに漁獲量 に差があるかど うかは例数 がす くな いので検

定 していない(表6)。

 ω〃ππ伽 御 は,筆 者 の滞在 中,一 度 もお こなわれなか った。 この漁 は周年可能であ り

礁原で おもにおこなわれ,サ ンゴ礁の浅瀬に棲息す る小魚 が対象 とな る。イ ンフォー

マ ントによると,ω 襯痴規ω で とれ る魚種 と して,ス ズメダイ科('ψ ,癬 殉,ベ ラ科

(2arhiine', seng』anangan, mωanis)な どの魚があげ られていた。 土方は,ア ジェーノェ

魚(ariilo,ベ ラ科 に属 する小型 の魚)の み とれると してい る[土 方 1941:315]。 い

ずれにせよ,ω 襯π伽 ω がベ ラ科 の魚をお もにとる漁法 で あることはほぼまちがいな

いだ ろう。

 流木漁 について も,筆 者が滞在 中,8月 に何度か流木 が島の近 くにや って来た こと

があ ったが,肝 心の魚 がともな ってお らず,流 木漁 はお こなわれなか った。 しか し,

土方 によると,島 に 滞在 中,流 木漁 による大漁踊 りが何 度も観察 されている[土 方

1941,1974]。 流 木漁で漁獲対象 とな る魚 は,イ スズ ミ( ノノree鍵),マグ ロ('6肋 ω),カ ッ

オ(ク ∂rengaaP),ツ ム ブ リ(foofo),モ ンガ ラカ ワハ ギ(PwauPzv)な どであ るが,こ

のうち大型 の笙 で 捕獲 さ れ る の は,イ スズ ミ(K2Phosus spp.),モ ンガ ラカ ワハ ギ

(Rhinecanthus spp.),ヒ ラアジ(Caranx spp.)な どで ある。 その ほかの魚 は,笙iに 入

るのではな く,釣 りによ って漁獲 され ることに注意 してお こう。

 礁 原 におけるroop漁 は,筆 者 らが滞在 中,1980年6月23日 に一度だ けお こなわれ

た。ただ しこれは,筆 者 らを歓迎す るための共食会用 に大量の魚 を準備す るたぬであ

表7 笙漁の漁獲尾数 ・魚類の記録(roop漁)

1979年

月 日

総漁獲

尾 数

                     一

魚   種 (漁 獲 尾 数)

6 23 78 イ ス ズ ミ働,シ マハ ギ㈹,ヤ ガ ラ(1),ハ ギ(1),ヒ ラア ジ(1),コ ノ

シ ロの仲 間②

288



秋道  ミクロネシアの笙漁

った。 そのさいに漁獲された魚 は,表7に あげたよ うに,イ スズ ミ57尾,つ いで シマ

ハ ギが16尾,そ の他で合計 は78尾,全 体 の漁獲量は,約15kgで あ った(表7)。

 roorh funukの 対 象魚 種は,ヒ ラア ジ(sarirh),ニ ザ ダイ(η 昭鋸ω),イ スズ ミ(漉 η),

ハ ギ(yengaan),シ マ ハギ(π 漏 厩αω)な どであ るとい う。イフ ァル ク環礁における調

査で は,1947年 の10月6日 ～1948年1月24日 の 間 に,流 木漁は合計で2回 お こな われ,

約300尾 の漁獲があ った[BuRRows and SPIRo l953]。 一 方,ラ グーン内でのroop

漁 は7回 お こなわれている。流木 の到来は非常 にす くない といわざるをえない。

 こ こで,ω 協η伽πγoω膨ηを もちいた漁 においては,外 洋であ るとか リーフ内の浅瀬

で あるか とい った漁場 のちがいにかかわ らず,ヒ ラア ジ,イ スズ ミ,ハ ギな どの魚 が

選択的 に捕獲 されて いる点 に注意 してお こう。

3. 笙漁の対象特異性

 笙 漁 にかぎ らず,漁 具 ・漁法 によ り漁獲 され る魚種 は,程 度の差 こそあれ特定化 さ

れ ると考えてよいめだろうか。 ミクロネ シァの島 じまにおける笙漁の記載か ら,そ れ

ぞれの奎 がどのような魚を対象 として もちい られるのか とい う点 を,サ タ ワル島 の4

種 類の笙 のわけ方 に即 して検討 してみた。

 (1>ω 翻 η伽 ω 型

 ω認η伽 ω 型 の笙 によ って捕獲 の 対象 とされ る魚種 は,ナ モヌ ック島 と ウリシー

環礁 の場合 だけ記 載 があ る。 すなわち,前 者ではameirer(筆 者 註:サ タワル 島の

yamarhiyorでC'ephaloﾘholis urodelus)が,後 者ではmecalと い う名称の魚 が捕獲 され

る[KﾘMER l935:55]。

 (2)z�uniz�z�rhik型

 wuuniwuwerhik型 の笙 で対象 とされ るのは, uorik(ラ モ トレ ック環礁), oerlK(イ

フ ァル ク環礁),現 地 名不 明の ヒメジ,ブ ダ イ(イ フ ァル ク環礁)で ある。 このuorik

とoerlKは,サ タ ワル語 の ωπω〃痂んと同一の ものであ る。ちなみに,ウ ォレアイ環

礁ではuzveshig[SoHN and TAwERILMANG 19761,プ ル ワ ット環礁で も ωπω6磁

[ELBERT l972】 と よばれ る。パ ラオにおけるbub el dechと い う笙 は, dech,す な わ

ちzvuzverhikを とる もので ある。 このよ うに,モ ンッキァ カヒメジを 特異 的 に と る

笙i漁 が ミクロネシア で ひろ くおこなわれて いる ことは注 目して よいだろ う。 また,

z�zverhikを と る漁法 においては, lagum,γ49μ%7α 働 ηとよばれ るカニをす りつぶ し

て餌 と してもちいるという記載 が共通 してあ る。 これ らはいずれもサタ ワル島におけ

る プ6加擢ω,す なわ ちオカガニ(Cardisoma sp.)を さ してい るとおもわれ る。
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 (3)ω 観πψ妙6ω 型

 ω観ηψ妙6ω 型の笙 によって捕獲 され る魚についての記載 は少な い。 サタ ワル島の

調査では,AcanthurusとNasoが 圧倒 的に多 く漁獲 されている。

 笙 自体の名称 は異 なるが,海 底 に笙を設 置 して魚を とるタイプの ものは,東 ミクロ

ネ シアにもみ られる。 マー シャル諸島では,魚 卵 のつ いた石をエサと してegomudj ,,

moromorと い う魚 を と る とか,カ ピンガマ ランギ環礁では,小 魚 を餌 と して, Ti

kihia, Ti kihia ugiriau, Ti kihia keenと い う3種 の海鰻 を とるとい った記述 がある。

0方
,ギ ルバ ーr諸 島で は,あ らゆる種類 の魚 がとれ るとい う。

 (4)wuunzmuroz�en型

 ω膨η諭π70ω㈱ 型の笙 によって捕獲 され るとい う記載 があ るのは,rali, rel, fofo(以

上 いずれ もイ ファル ク環礁),rell(ラ モ トレ ック環礁)な どであ る。 rali, rel, rellな ど

はサタワル語における 曜πすなわちイスズ ミ(Kyphosus spp.)に 相 当す る。ノ励 は,

サ タワル語 におけるノ∂⑳,す なわ ちッムブ リ(-lagatis bipinnulatus)で あ る。 いずれ

も,流 木によ く付 く魚で ある。 しか し,ッ ムブ リが筆 に入るかどうかはイ ファルクの

記述か らは判断で きない。む しろ,流 木漁では圧倒 的にイスズ ミが とられている点 に

注意 してお こう。

V.ま とめ と今後 の課題

1. 笙漁と島喚環境条件

 これ までの記載か ら,ミ クロネ シアにおける笙 漁につ いて整理す ると,以 下のよう

な類型が可能で ある。

 第1は,礁 原,あ るいは礁湖(ラ グーン)の 浅瀬で おこなわれる もので,ω 膨痴窩ω

や ω襯痂ω麗ω67痂んを もちいた小規模な笙漁 や,ω 翻ηψ妙6ω な い し ω雌η伽 πroω吻ηを

もちいてお こな われ る集団的な笙漁がふ くまれ る。 とくに後者 にお いては,島 中の老

若男女が参加 して おこなわれ ることが多 い。浅瀬 の利 用は,女 性や子供 の参加 を可能

に している。 いずれ も,潜 水活動をまった くともなわないか,あ った として も数 メー

トルの深 さにかぎ られ る場合である。 これを浅瀬型 とよぼ う。

 第2は,サ ンゴ礁 の前縁 部斜面 に 酬 〃πψ砂6ω を海底 に沈めておこなわれ る笙漁で

あ る。 サタワル島 には ラグ ーンがないので,こ の笙漁 は リーフの外側 でお こな われ る

が,広 大な ラグー ンをもつ環礁島では,リ ーフの外側 ではな くラグーンの深みにおい

て おこなわれ る。笙の設置や魚の回収 のさいには,潜 水 活動 によるか,も しくは鈎 を
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もちいて水 中か ら引 き上げ る必要 がある。 いずれ も,男 性 がお こな う笙漁である。そ

こで,こ れ を海底型とよぶ ことに しよ う。

 第3は,外 洋 において流木 に付随 して 群れをな している魚 をとるもので,ω 協η`一

初〃70ωπθπが もちいられる。 これはまさ しく外洋型 とで もよべ るものであ り,水 面 に

浮かぶ流木 に笙 を結 びつ けて漁をお こなう点 に大 きな特徴 がある。 カヌーによる漁携

には女性の参加 はみ られな い。 したが って この場合 も,男 性 のみ が活動 に参加するこ

とになる。

 以 上のように,ミ クロネシア における笙漁 は,サ ンゴ礁海域の地形的な条 件か ら,

浅瀬,リ ーフ内外 の海底,外 洋の表層 といった顕著 に異 なる領域が利用されているこ

とが特徴であ る。 さ らに,少 しずつ形 のちが った笙 が もちい られた り,お な じ形の笙

で あって も,他 の網漁具 と くみあわせて もちい られるこ とがあ る。

2. 生態学的な問題

 ミク ロネ シアの笙漁 をめ ぐる生 態学 的な問題を提起 しておこう。

 まず,サ タ ワル島の笙漁で漁獲 された魚の種類 が非常 に偏 って いるとい うこ とをど

のように評価で きるのだろ うか。 まず,対 象であ る魚 自体 の出現頻度が場所 や季節 に

よって偏 りがあ るという場合である。筆者 は沖縄の糸満 や ソロモ ン諸島のマ ライタ島

で,サ ンゴ礁海域 の微小な地形的条件のちがいによって,網 漁 によって漁獲 される魚

がちがうことを漁民 が熟知 してい ることを指摘 した[AKIMICHI l978,1984]。 しか

し,サ タ ワル島の事例が,笙 を設 置す る場所の微小 な ちがいによるのか どうかは じつ

のところ不明である。

 これ までみて きた ように,笙 漁の うち,zvuunizvuzverhikが も っとも対象へ の高 い選

択性 をもつ ものであ り,さ らに ω観πψ吻6ω やr.ouunimurozvuenで さ え,そ れ ぞれ

AcanthurusとKyphosusと い う特定の魚 種との強 い結びつ きが見 られた。ω翻η伽 御の

場合で も,Thalassomaが 中心 に漁獲 され る。 笙 は,特 定魚種 を とるためにデザ イ ン

されたものでない とす る意見 もあ るが[TINKER l950],笙 漁 にも釣 り漁のよ うに対

象 への特異的な選択性 があ るのではないか。 このことは魚 の側 の どのような条件をさ

しているものだろ うか。1つ は同一種類の魚 が群れ をな している とい う点であ り,も

う1つ は,魚 の形,な い し大 きさである。図3に 示 したよ うに,ヒ メジのよ うな細長

い魚 と,イ スズ ミやハ ギの ように平たい形 を した魚は同一 の笙 にはいることはないの

で はないだろうか。 この点 をよ り明確にす るた めには,今 後,と くに笙の入口の形や

構造 の部分 と魚 の体形 との関係についての考察 が重要 とお もわれる。
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    図.3 サ タクル 島 の笙 漁 に よ る主 要 な 漁獲 魚 種

(a) ωuun6mω ・(b)zvuaniωuωerhik・(c)、 tvuuniPay6ω,(d) ωu,unimUXOIv厚en

に よ りそ れ ぞ れ漁 獲 され る
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 また,笙 漁と網漁ないしえり,石 積み漁との関係についてふれておこう6サ タワル

島における例 からあきらかなように,お なじ笙漁でも1笙 撫具だけをもちいて漁がお

こなわれる場合と,ほ か.の漁具尽いしは漁法と組み合わせておこなわれる場合があっ

た 。

 ヤ'ップ諸島のえ り漁,石 積 み漁で は,構 造物の最奥部 に笙 が半永久 的に設置 される

ことがあ る。 また,サ タワル島のroop漁 に おけるように,網 の最奥部 ,い わば袋網

にあた る部分 にも,大 型 の笙 がもちいられる ことがある。

 魚を威嚇ないし誘導して,最 維的に補獲する漁法においても,ラ グーンのなかの適

当な場所に笙だけを設置して鯨を漁獲する場合とは性格が異な り,笙 は重要な役割を

はたす。今後,笙 の分布をえ りや石積み漁の分布とあわせて検討することにより,オ

セアモア地域における漁携の文化史的,あ るいは生態学的な研究を進めることができ

るとおもわれる。
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附表1サ タ ワ ル 島 の 漁 法

漁 場 漁 期 時 間 潮 汐 カ ヌ ー 使対 象 魚 種 用 の 有 無

IH皿RF昼 夜 干 満(+/ 一)

1.突 き 漁

πoπ ・******reef丘sh'一

痂 伽 碗******reef丘sh、 一

η猛曜)ω8r*******reeffish .』 一

乃θησ∫ん滋丞∫******reeffish,『octopus一

ツαん6歪5αん*******octopus・ ・一

卿6乃6ω ・η9******tu・tle'一

'ψ ん歪1諺∫*****octopus-「-

2.底 釣 り漁

ンα∫o鉱∫oπ******9「oupe「 一

.γψ α7ψ α7***.**snapPer,squirrelfish十

ノo∬鋸ω1****squirreIfish,snapPer十

如猛oηψ ω激*****oil丘sh卜 十

声,∫ α5α****unicornfish,squirrelfish十

Jyψ π、ρωz∫ψzσ****triggerfish馳 十

んψ α露o*******trevally,・squirrelfish十

ωαゴ∫η3ω露η******squirrelfish,・trevally十

ωα髭ノ6伽*****trevally・+

η2ω勿δ70***半*fUsilief,trigger丘sh十

ノ66ノ αんんα7******snapper十

〇〇乃πη*****・snaPPer.一

ク⑳ 繰******grouper,snapper1'一'

3.さ お 釣 り漁

ραω6ク α7鰭 η6**`***smallgrouper一

クαω6η3η2ωα∫****damselfish十/一

ραω6君⑳****damselfish・ 一

ραωδπゴπ貌.****damselfi5h一

ραω6ノ αωπんんαηg*****halfbeak一

ραω60`乃 ψ******trevally一

ραω67あ π********drummer-"6
ραωo,γαπり♪*****grouper一

μ ω6ノ 傭4*****wrasse,trevally一

ρσω6ηoρ ωfη*****tuna,skiplack十

4.引 き 釣 り 漁

ηπ醜,α αん*******・needlefish'・ 十

η捌 ゐ5αψ*****tuna, 、ra量nb・wrunne・+

ツα76*****tuna,wah・ ・'・+・

ηπ醜******tuna,skipjack十

【
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秋道 ミクロネシプの篁漁

「

5.笙 漁 ・'
ωε6zεηoη霧ω**** .*damse1魚sh_

ω纏 吻 妙6ω****reefβsh+

ノ6ωε6ω87痂ん****一 一*goatfish-
●

ωπ襯 徽70ω 〃6η*****manyspeciesthat
.+

accompanydriftwoods

ル ∫π鋭露'*****snapper,grouper・ 十

6.追 い 込 み 漁.、 唱
70ψ***

.***reeffish一

γoo涜漁 ηz6ノヒ****.reeffish_

甜磁*****reeffish_

彦協 彿ω066ゐ** ,**reeffish十

.アψ 露ηg*** .***parrotfish,surgeonfish-

7.網 漁

クψo欄 ・1**'**goat丘sh-●
∫8rα卿*****goatfish,damsel丘sh-90
ρ2η2彦伽oγ*****mullet,goat負sh・-

8.採 集'

'〃〃η'π〃****sea-urchin_

1り乙㎝ 二yππ7****lobster-ー

ノα償ψ ωππηg****shelHish-

.アπψ'**.***cIamshell-

9.そ の 他

η3α6読*****且ying且sh十

彪π ηz6㎎α7*****Hyingfish十

ραん箆咤アθω*****unicornfish一

クα`漉α∫ん*****needlefish 、 十

,

漁 場 の1は 礁 原,llは サ ン ゴ礁 の前縁 斜 面,1皿 は外 洋 を 示 す 。

漁期 のRはneerak(4・ 月 ～10月),Fはneefang(11月 ～3月)を 宗 す 。
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(1)ク6ωuwerhik

附表2笙 漁により漁獲された魚種

サ タ ワ ル 語 和 名 学 名

ωκωθγ痂ん モ ン ツキ ァ カ ヒメ ジ ㎜1痂4励 吻 ∫ガαη01∫ηθα伽
『

(2)zvuuniPuレ6ω

「

ザ タ ワ ル 語 和 名 学 名

鋭ωo励 ハギ の仲 間 毒 αη伽 鮒SPP・

ηωo融oηηα吻 メ ガ ネ ク ロハ ギ 』6αη伽r欝81α 粥ψ仰θ伽

クαωμノo漉 サザ ナ ミハ ギ α8η06加6彪∫5〃ゴα'π∫

η∫勧6ηg撚 ハ ギ の 仲 間Acanthuridaesp.

η惚6ηαω シマ ハ ギ4伽 伽 榔 孟物 膨9螂

多ηα碗9ニ ジハ ギ 洗 αη∫加γπ∫伽 鰯 螂

ρω襯話αηリ ミヤ コテ ング ハ砺01髭 π7α'鋸(adult)

ρω伽醐η夢 ミヤ コテ ング ハ伽oz伽7α'斑(young)

η'ん67∫融7・ 『 チ ョウチ ョ ウウオ α勧 ホ04bπSPP.

η猛α∬θγαん ー ツ ノダ シZ碗`伽5607η 麗鋸

んπ6読 イ ッ トウダ イ1ゼ α初彿60and.44∫oτ γκspp.

η8認 ・ アオ ス ジ ェ ビス ・4協oηκ彦εθ76

鋭ω露η マ ツカ サ ウ オ 勘7ψ7∫5痂SPP.

ρωθπ6バ ラハ タ 殉 痒あ¢∫oπ麗

粥 吻 ハ タ の仲 間 彫 ∫ηψ6伽spp.

ン伽 α7砂07ニ ジハ タ(迄 ρ勉'ψ 勧Jf5π70鹿」π∫

7ηωαη卿η鰐 アオ ノ メハ タCψ 加 妙 ゐo傭醐g粥

ッ伽 痂ωo読 ブダ イ の仲 間Scaridaespp.

軌 ψω痂 ブ ダ イ の仲 間&σ 燃sp.

力 ∫π㎜初α∫ ナ ガ ブダ イ&αrψ ∫7諭0痂1α66螂(飴1nale)

5ψ妙励 タ イ ワ ンブ ダ イCb伽oπ 粥 ψ∫η漉 那

痂6587α タ ス キ ブダ イ 、&α π∬4加 漉 α嬬

70ωπ 、ア オ ブダ イ 】ゆ∫ゴ∬αr郷0ひ玩0η5(male)'

η初碍 ス ズ メダ イ の仲 間 浸諏吻6～げand肋 物g妙 痂吻4bηspp.

7ηα5α2πα5ヨ コ シマ ク ロダ イ 緬 ηo'ακ`∫87侃4b6漉∫

ク6'礁 ギ ンガ メア ジ(7aranxsexfasciatus(adult)

痂 η タ カサ ゴの仲 間(泌5fosp.

ク6伽 η9伽 クロ グ チニ ザ 窟 磁 加 螂 勿7ψ7榔

(3)roop

サ タ ワ ル 語 和 名 学 名

曜η イ スズ ミの仲 間 壇 ρ加螂SPP・

η既露παω シ マハ ギ 浸6αη伽zπ∫∫痂 瑠9鋸

'α肋 ηηoηη ヤガ ラ 捌∫'ぬ磁sp.

鋭ω06読 ハ ギ の 仲 間 痴 侃伽7鋸SPP・

6漉ψ ギ ンガ メ ア ジCb7α 耀58脚`蜘 π5(young)

ク8η9α7コ ノ シロの 仲 間Dorosomatidaesp.
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